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援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

就
任
以
来
、「
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進

め
る
た
め
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
内

部
経
費
の
節
減
や
定
員
の
減
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
行
政
組
織
の
改
変
を
行
い
、一
定

の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
決
算
で
実
質
単
年
度
収
支

に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
１
億
７
千
万
円
の
黒

字
に
な
り
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の

両
基
金
で
積
み
増
し
を
行
い
約
11
億
８
千
万
円

と
増
加
。ま
た
、借
金
で
あ
る
起
債
残
高
は
約

１
５
０
億
円
と
着
実
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
基
金
の
取
り
崩

し
や
地
方
債
借
入
、
景
気
低
迷
に
よ
る
町
税

収
入
の
落
ち
込
み
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
町
財

政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
か
ら
第
二
次
行
財
政
改
革
に
着
手

し
、
さ
ら
に
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
町
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
の
施
策
の
見
直

し
、
選
択
を
行
い
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
財
政
運
営
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
観
光
面
で
は
「
ウ
ェ
ル

サ
ン
ピ
ア
大
分
日
出
」
か
ら
「
ホ
テ
ル
ソ
ラ

ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

昨
年
の
12
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
福
祉
の
充
実
、
観

光
客
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
域
振
興
に
貢

献
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
議
会
に
お
き
ま
し
て

「
的
山
荘
」
の
購
入
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
し

て
保
護
し
、
日
出
町
の｢

顔｣

に
ふ
さ
わ
し
い

貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
利
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

暘
谷
城
趾
周
辺
の
景
観
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
年
３
月
末
ま
で
に
は
暘
谷
城
二
の
丸

館
、
裏
門
櫓
が
完
成
い
た
し
ま
す
。
町
有
形

文
化
財
に
指
定
し
た
隅
櫓
は
、
平
成
22
年
度

中
に
復
元
に
着
手
し
ま
す
。
こ
う
し
て
城
趾

周
辺
は
、
次
第
に
歴
史
的
町
並
み
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
地
域
の

皆
様
や
観
光
客
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
交
流
の

場
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
、
観
光
の
拠
点
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

基
盤
整
備
で
は
、
国
道
10
号
線
の
４
車
線

化
が
着
々
と
進
行
、
全
線
供
用
開
始
ま
で
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
泉
北
大
神
線
の
竣
工

と
合
わ
せ
、
周
辺
の
有
効
活
用
・
活
性
化
を

さ
ら
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
崎
運
動
公
園
が
昨
年
の
五
月
に

オ
ー
プ
ン
、
軟
式
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
ほ
か
に
児
童
公
園
や
多
目
的
広
場
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
利
用
さ
れ
、
健
康
増
進
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
日
出
町
は
若
い
世
代
を
中
心
に
大

分
県
下
で
数
少
な
い
人
口
増
加
の
町
と
し
て

発
展
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
横

ば
い
で
推
移
、
人
口
増
を
目
指
す
日
出
町
に

と
っ
て
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
経
済
対
策
や
雇
用
対
策
、
企
業
誘

致
な
ど
必
要
な
施
策
を
さ
ら
に
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
波
は
日
出
町
に
も
例
外
な

く
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
医
療
対
策
、
教

育
、
子
育
て
支
援
な
ど
福
祉
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
は
未
就
学
児
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化
。
妊
婦
健
診
の
助
成
回
数

を
14
回
に
拡
充
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者
福
祉
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
基
盤
と
な
る
農
林
水
産
業
で
は
、

付
加
価
値
の
高
い
水
産
加
工
品
や
農
産
物
を

使
っ
た
郷
土
料
理
の
開
発
、
遊
休
農
地
の
活

用
な
ど
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

後
継
者
が
育
つ
よ
う
な
特
色
あ
る
農
林
水
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
遊
休
農
地
を
活
用

し
た
ふ
れ
あ
い
農
園
は
昨
年
開
園
、
20
区
画

全
て
が
埋
ま
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
出
町
発
展
の
た

め
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
が
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
す

ば
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
二
期
目

の
折
り
返
し
の
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
初
心
に
立
ち
返

り
、
誠
実
で
公
正
な
町
政
と
町
民
福
祉
の
向
上

に
向
か
っ
て
さ
ら
に
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
ま
で
以
上
の
格
別
の
ご
支

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
誠
実
で
公
正
な
町
政
を
推
進
し
ま
す
」

日
出
町
長　

工
藤
義
見
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権
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

民
主
党
政
権
発
足
の
背
景
は
、
財
政
悪
化

を
理
由
と
し
て
強
引
に
進
め
て
き
た
市
町
村

合
併
や
交
付
税
の
削
減
、
制
度
政
策
等
が
、

結
果
的
に
地
方
を
疲
弊
・
衰
退
さ
せ
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
政
権
与
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
実
行
と
、
財
源
の
ね
ん
出
に
焦
点
が
移
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
九
州
、
中
で
も
大
分
県
の
道

路
整
備
は
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
東
九
州
自
動
車

道
の
整
備
な
ど
、
国
の
事
業
は
郷
土
の
発
展

に
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
動
向
に
十
分
注

意
を
払
い
監
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

心
配
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
後
半
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
も
当
初
危
惧
さ
れ
て
い
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
く
弱
毒
性
で
あ
り
ま
し

た
が
、
幼
い
子
が
犠
牲
に
な
る
な
ど
低
年
齢

層
の
罹
患
率
が
高
く
、
町
内
で
も
多
く
の
学

校
で
学
級
・
学
年
閉
鎖
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

私
達
も
、
手
洗
い
や
う
が
い
を
励
行
し
、

体
調
を
整
え「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
気
込
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
で
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

続
出
し
て
お
り
ま
す
。
農
作
物
の
被
害
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
通
学
路
で
の
出
没
情
報
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
被
害
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
駆
除
や
被
害
防
止
の
た
め

の
必
要
な
予
算
を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
人

家
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
行
政
も
有
効
な
手

立
て
は
見
い
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ノ
シ
シ

対
策
課
を
設
置
し
た
自
治
体
も
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
有
効
な
対
策
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
は
、「
子
ど
も
議
会
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。町
内
小
中
学
生
24
人
が
子
ど

も
議
員
と
し
て
町
執
行
部
に
対
し
、本
番
さ
な

が
ら
、子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
鋭
い
質
問
を
浴

び
せ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
物
を
見
る
目
に
は
感
心
さ

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
、議
会
が
ど
う
い
う
も
の

か
、実
際
に
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の

か
、自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
貴
重
な

財
産
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
将

来
議
員
を
志
す
人
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
の
財
政
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
議
会
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
す
る
た
め
、
自
ら
定
数
を
「
16
名
」
に
減

ら
す
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
率
先
し
、
推
し

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
は
住
民
の
皆
様
の
代
表
で
あ
り
、
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

最
近
、
議
員
に
声
が
届
か
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
定
数
減
の
影
響

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
に
は
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、新
年
を
契
機

に
心
を
新
た
に
し
、町
民
の
皆
様
に
期
待
さ

れ
、民
意
を
反
映
す
る
議
会
を
目
指
す
た
め
、

積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
町
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
22
年

の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
す

ば
ら
し
い
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、ア
メ

リ
カ
の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊
に
端
を
発
し
た
世

界
金
融
危
機
の
影
響
か
ら
、
日
本
も
抜
け
出

せ
ず
に
い
ま
し
た
が
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
、

エ
コ
カ
ー
補
助
金
な
ど
政
府
の
経
済
対
策
の

効
果
に
よ
り
、
最
近
で
は
景
気
に
明
る
さ
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
企
業
業
績
も
回
復
し
、
低
迷
し
て

い
た
税
収
も
増
収
に
転
じ
る
こ
と
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
で
は
、
日
本
の
二
大
政
党
政
治
の
始

ま
り
と
し
て
、
自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党
政

「
新
年
を
契
機
に
心
を
新
た
に
し
、町
民
皆
様

　

に
期
待
さ
れ
、民
意
を
反
映
す
る
議
会
を
」

日
出
町
議
会
議
長　

佐
藤
二
郎
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２００９年を振り返る
【日出町10大ニュース】

●�行財政改革の成果着々と　平
成２０年度決算黒字を達成、
基金の積み増しと借金の減少
に向けて前進。各特別会計で
も順調な成果を挙げる。

●�生活基盤整備と産業アクセス道路の確立
に、昨年度比２０８％増の予算を計上。町
道南北線や町道大神瀬ノ上線、町道大峯平
原線など３２路線で改良工事を進める。

●�歴史的まち並み保存として、暘谷城二の丸
館・裏門櫓の建設、復元に着手、電線を地
下に埋設し景観整備進める。

●�教育環境の整備として、耐震調査や豊岡小
学校建て替えの実施計画に着手、教師用パ
ソコン１６０台、生徒用パソコン２００台、
電子黒板２０台を購入し情報教育を推進。

●�緊急経済対策に補正予算を約２億６千万円
計上　雇用対策に役場が２６人を緊急雇用
し、則次辻の尾線の舗装改修やプレミアム
付商品券の発行に補助、施設整備など地域
経済の活性化を図る。

建設中の暘谷城二の丸館

建て替えに着手した豊岡小学校

�



●�１１年ぶりの保育料改定に
より、第２子の保育料負担
軽減と世帯間の不均衡を是
正。

●�歴史的・文化的遺産である
的山荘の購入を決定、あわ
せてホテルソラージュ大
分・日出のオープンで観光
振興に弾み。

●�健康指導の徹底で住民の健
康対策、増え続ける医療費、
介護費に歯止めを。あわせ
て医療費の無料化を３歳か
ら未就学児まで引き上げ、
妊婦健診の助成回数を拡大
し、子どもから高齢者まで
安心して暮らせるまちへ。

●�景気低迷する中、（株）日本ソフト工業が製造業
に進出、（株）松本商店、生活協同組合コープ大
分などが立地し、企業進出が相次ぐ。

●�農地の有効活用と飼料高騰対策に飼料米作付け
の推進やふれあい農園を開設。農業用水の安定
確保に、小鹿倉・笹原ため池の改修工事を実施。

拡幅工事をした町道大神瀬ノ上線

�



表彰を受ける被表彰者

　

11
月
18
日
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た

方
を
表
彰
す
る
日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会
が
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
関
係
者
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
識
見
と
尊
い
経
験

を
活
か
し
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
日
出
町
発
展
の
た
め
、
よ
り
一

層
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
堀
義
孝
さ
ん
が
「
こ
の
受
賞
を
機

に
明
日
か
ら
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

日
出
町
健
康
福
祉
推
進
大
会

●
町
長
表
彰

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
周
年
）

末
綱　

孝
人
・
久
子	

（
高
平
）

四
ツ
谷　

德
正
・

畄
代	

（
中
の
二
）

井
川　

忠
夫
・
茂
子	

（
西
の
二
）

福
田　

榮
吉
・
節
子	

（
豊
岡
本
町
）

土
居　

仲
雄
・
ノ
ブ
子	

（
団
地
西
）

松
本　

璟
・
ア
イ
子	

（
団
地
北
）

今
村　

利
夫
・
鈴
子	

（
西
八
日
市
）

藤
井　

光
雄
・
光	

（
上
仁
王
）

東
浦　

重
美
・
良
子	

（
内
堀
）

井
又　

今
朝
秋
・
ス
エ
子	

（
西
部
）

若
松　

壽
美
男
・
日
出
子	

（
宗
行
）

野
上　

日
出
男
・
美
代
子	

（
則
次
）

工
藤　

末
男
・
ソ
ヨ
子	

（
平
原
）

白
水　

次
男
・
小
夜
子	

（
西
小
深
江
）

堀　

玉
彦
・
熨
斗
惠	

（
港
）

河
野　

勇
・
嘉
代	

（
原
山
）

●
金
婚
（
結
婚
50
周
年
）

南　

敏
夫
・
悦
子	

（
太
田
）

�



大会の様子

渡
邉　

明
男
・
喜
美
子	

（
太
田
）

山
本　

哲
雄
・
榮
子	

（
是
城
）

山
川　

賴
光
・
ハ
ル
子	

（
長
野
）

畑
中　

友
三
郎
・
カ
ヅ
子	

（
新
町
）

山
ノ
内　

峰
男
・
ト
ミ
子	

（
影
平
）

古
庄　

忠
憲
・
和
子	

（
団
地
東
）

山
田　

源
治
・
貞
子	

（
団
地
東
）

岩
﨑　

敏
男
・
延
枝	
（
日
出
中
央
）

佐
藤　

勝
・
榮	

（
日
出
中
央
）

井
上　

六
男
・
博
子	

（
佐
尾
）

森
田　

靖
美
・
ス
マ
子	

（
上
仁
王
）

淺
野　

三
郎
・
清
子	

（
東
仁
王
）

福
田　

誠
三
・
榮
子	

（
日
出
団
地
）

荒
川　

光
明
・
德
子	

（
東
部
）

堀　

義
孝
・
節
子	

（
南
部
）

渡
邊　

重
信
・
睦
子	

（
南
部
）

小
林　

保
・
み
ど
り	

（
一
北
）

木
付　

久
彌
・
ナ
ツ
エ	

（
赤
松
）

田
邉　

止
・
妙	

（
赤
松
）

安
藤　

昭
一
郎
・
豊
子	

（
宗
行
）

尾
野　

正
廣
・
ミ
ド
リ	

（
辻
の
尾
）

大
石　

義
人
・
千
鶴
子	

（
辻
の
尾
）

德
久　

定
夫
・
美
代
子	

（
大
峯
）

岡
本　

則
好
・
ナ
カ
子	

（
大
峯
）

阿
部　

敬
治
・
須
美
子	

（
平
原
）

笠
置　

光
志
・
美
智
子	

（
東
小
深
江
）

小
玉　

弘
美
・
サ
ヨ
子	

（
西
小
深
江
）

丸
山　

秀
人
・
す
み
ゑ	

（
内
野
）

関　

和
夫
・
裕
子	

（
後
村
）

堀　

登
喜
夫
・
タ
キ
ヨ	

（
中
村
）

堀　

輝
雄
・
小
夜
子	

（
中
村
）

藤
野　

悦
男
・
和
子	
（
大
神
中
央
）

工
藤　

正
勝
・
ヒ
デ
子	
（
大
神
中
央
）

佐
藤　

耕
平
・
多
美
惠	
（
高
尾
）

二
宮　

博
文
・
良
子	
（
高
尾
）

清
家　

正
泰
・
静
香	

（
高
尾
）

上
田　

謙
吉
・
繁
子	

（
高
尾
）

黒
河　

昭
四
男
・
裕
子	

（
軒
の
井
）

北
野　

治
夫
・
澄
子	

（
軒
の
井
）

早
見　

秀
夫
・
文
子	

（
片
原
津
）

河
野　

�
夫
・
キ
ヨ
子	

（
片
原
津
）

佐
藤　

公
義
・
ヱ
ミ
コ	

（
真
那
井
）

工
藤　

勲
・
玉
枝	

（
八
代
）

●
在
宅
介
護
賞

武
野　

裕
子	

（
是
城
）

森
田　

麗
子	

（
団
地
西
）

川
野　

イ
セ	

（
南
浜
）

安
達　

千
枝
子	

（
一
北
）

吉
元　

里
美	

（
則
次
）

和
田　

敦
進	

（
北
大
神
）

河
野　

キ
ヨ
子	

（
片
原
津
）

●
子
育
て
大
賞

中
山　

ひ
ろ
み
・
裕
久	

（
太
田
）

神
鳥　

夕
子
・
浩
之	

（
是
城
）

稗
田　

ユ
カ
・
亨	

（
東
仁
王
）

宮
崎　

明
美
・
修	

（
東
部
）

福
島　

絹
代
・
徹	

（
南
部
）

岩
波　

由
佳
・
陽
一
郎	

（
中
部
）

天
野　

由
美
・
美
隆	

（
辻
の
尾
）

川
﨑　

千
恵
・
匡
志	

（
西
小
深
江
）

●
福
祉
功
労
賞

野
田　

房
子	

（
佐
尾
）

●
健
康
賞

阿
部　

ヨ
シ
エ	

（
是
城
）

今
村　

眞
子	

（
長
野
）

伊
藤　

隆
造	

（
佐
尾
）

福
田　

タ
カ	

（
則
次
）

●
健
康
づ
く
り
功
労
賞

藤
原
南
部
区

●
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

●
模
範
自
力
更
生
者

兒
嶋　

初
美	

（
自
然
郷
）

●
社
会
福
祉
協
議
会会長

感
謝
状

●
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

原　

順
一	

（
団
地
東
）

荷
宮　

政
市	

（
南
部
）

溝
口　

ミ
チ
子	

（
西
部
）

●
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
団
体

豊
岡
地
区
婦
人
会　

●
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会会長

表
彰

●
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞

中
野　

恒
彦	

（
太
田
壽
会
老
人
ク
ラ
ブ
）

福
田　

定
喜	

（
平
道
老
人
ク
ラ
ブ
）

梶
原　

進	

（
南
浜
老
人
ク
ラ
ブ
）

糸
長　

一
二	

（
南
部
老
人
ク
ラ
ブ
）

藤
野　

悦
男	

（
大
神
中
央
春
秋
会
）

�



お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

(11 月受付分）
（敬称略）

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別�

保
護
者

【
豊
岡
】

中
の
二	

佐
藤　

結ゆ

う

き希	

男　

	

健
一

辻
間
団
地
西	

堤　

彩さ

わ

こ

和
子	

女	

康
之

辻
間
団
地
北	

𠮷
岩　

小こ

は

ね羽	

女	

智
孝

【
日
出
】

本　

町	

麻
生　

亮り
ょ
う
た太	

男	

裕
就

佐　

尾	

本
田　

一か

ず

き貴	

男	

崇

東
仁
王	

木
付　

日ひ

ま

り葵	

女	

浩
一

【
藤
原
】

東　

部	

井
上　

漣れ
ん
と人	

男	

武
文

南　

部	

菅　

ひ
な
た	

女	

徹
治

南　

部	

髙
橋　

歩あ

ゆ

む夢	

男	

肇

西　

部	

井
上　

統と

う

き貴	

男	

裕
司

赤　

松	

木
付　

瑚こ

は

な花	

女	

泰
比
呂

【
川
崎
】

則　

次	

髙
松　

蒼あ

お

い惟	

女	

利
一

辻
の
尾	

渡
辺
凛り

り

か

々
花	

女	

貴
範

西
小
深
江	

園
田　

優ゆ

う

と斗	

男	

哲
也

西
小
深
江	

友
枝　

姫ひ

な菜	

女	

一
宏

統計調査員を募集します・・・平成２２年度は国勢調査の年
空いている時間を利用して� 総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

　

「
国
勢
調
査
」
や
「
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
な
ど
、
国
が
行

う
統
計
調
査
の
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
登
録
要
件

　

�

原
則
と
し
て
20
歳
～
65

歳
の
日
出
町
民
で
、
守
秘

義
務
を
守
れ
る
方
。

●
業
務
内
容

　

�

調
査
対
象
の
世
帯
・
事
業

所
な
ど
に
、
調
査
票
な
ど

を
配
布
・
回
収
す
る
。

●
報
酬

　

�

１
調
査
あ
た
り
約
３
～
５

万
円
程
度
（
調
査
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

＊�

調
査
員
業
務
は
年
間
を
通

じ
て
従
事
す
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
定
期
的
な
収

入
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

�

な
お
、
統
計
調
査
は
年
間

２
～
４
回
ほ
ど
実
施
さ
れ

ま
す
。

●
実
施
予
定
の
統
計
調
査

・
国
勢
調
査

（
平
成
22
年
９
月
～
10
月
）

・
工
業
統
計
調
査

（
平
成
22
年
12
月
～
１
月
）

＊�

調
査
員
は
全
て
の
調
査
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

町営墓地利用希望者を募集します
川崎地区の町営墓地に若干の空きが有ります� 生活環境課　☎７３－３１２８

●�

場
所　

日
出
町
大
字
川
崎

３
８
８
８
番
地
５
及
び
９

　

（
町
営
大
人
墓
地
）

●�

権
利　

永
代
使
用
許
可

（
貸
出
し
）

※�

区
画
の
販
売
で
は
な
く
、

永
代
使
用
の
許
可
と
な
り

ま
す
。

●
永
代
使
用
料　

　

最
高
で
８
４
，
０
０
０
円

＊�

各
区
画
の
面
積
で
決
定
し

ま
す
。

※�

区
画
の
場
所
や
形
状
に
よ

っ
て
、
雑
草
が
生
え
な
い

よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工

等
の
条
件
を
付
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●�
申
込
期
間　

平
成
22
年
1

月
18
日
（
月
）
～
29
日

（
金
）

＊�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
な
お
、
当
選
者
に
は

２
月
中
に
ご
連
絡
し
ま

す
。

●
申
込
資
格　

①�

日
出
町
に
１
年
以
上
在
住

の
方
。

②�

使
用
許
可
後
１
年
以
内
に

墓
碑
を
建
て
る
こ
と
が
で

き
る
方
。

③�

既
に
あ
る
墓
地
か
ら
の
移

設
の
場
合
は
、
改
葬
許
可

証
の
提
示
。

児童クラブ（学童保育）の申し込みについて
小学１年～３年までのお子さんを預かります� 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

　

就
労
等
の
理
由
で
、
お
子

さ
ん
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
、
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
子
さ
ん
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●�

受
付
期
間　

１
月
25
日

（
月
）
～
２
月
５
日
（
金
）

●
利
用
時
間　

・�

18
時
ま
で
（
延
長
保
育
は

19
時
ま
で
）

・�

土
曜
日
、
春
・
夏
・
冬
休

み
な
ど
小
学
校
が
休
み
の

日
は
８
時
か
ら
18
時
（
延

長
保
育
は
19
時
ま
で
）

＊�

日
、
祝
、
年
末
年
始
は
休

み
で
す
。

＊�

ク
ラ
ブ
の
都
合
で
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
費
用　

月
額
４
千
円

＊�

延
長
保
育
の
場
合
、
別
途

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
・
定
員
・
申
込

・
問
合
先

【
さ
ざ
ん
か
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

�

小
学
１
年
～
３
年
・
10
人

程
度
☎
72
‐
８
３
８
３

【
か
わ
さ
き
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

�

小
学
１
年
～
３
年
・
若
干

名
☎
72
‐
６
７
４
７

【
ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

�
小
学
１
年
～
３
年
・
15
人

程
度
☎
72
‐
７
６
２
９

�



御
冥
福
を

 

お
い
の
り
し
ま
す

（11 月受付分）
（敬称略）

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
南
端
】

柏　

川	

増
田　

義
光	

79

【
藤
原
】

南　

部	

青
柳　

愛
子	

79

【
川
崎
】

宗　

行	

友
清　

安
文	

78

千　

騎	

笠
置　

ラ
ク	

79

【
大
神
】

後　

村	

正
門　

文
子	

73

住宅ローン控除を受けている方へ
確定申告はお早めに� 税務課　☎７３－３１２３

早
め
に
申
告
を

　

確
定
申
告
の
提
出
は
最
寄

の
税
務
署
へ
の
郵
送
で
も
結

構
で
す
。

　

申
告
期
限
が
近
く
な
る

と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
、
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

別
府
税
務
署

　

☎
23
‐
２
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡

単
に
申
告
書
を
作
成

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書

等
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
申
告
に
つ
い
て

●
平
成
21
年
に
入
居
し
た
方

　
�　

所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
あ
る
場
合
は
、翌
年

度
分
の
住
民
税（
所
得
割
）

か
ら
控
除（
上
限
９
７
，５

０
０
円
）さ
れ
ま
す
。

　

�　

な
お
、住
民
税
の
申
告
は

不
要
で
す
。

＊�

平
成
25
年
ま
で
の
経
過
措

置
。

●�

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年

末
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方

　

�　

税
源
移
譲
に
伴
う
住
民

税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
場
合
、昨
年
ま

で
は
住
民
税
の
申
告
が
必

要
で
し
た
が
、原
則
と
し
て

今
年
か
ら
住
民
税
の
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

確定申告受付期間

2 月 16 日（火）～
3 月 15 日（月） 

平成22年度　日出町入札参加資格申請の受付
●業種　建設工事・コンサルタント、施設の維持管理等の業務委託、物品の納入
●受付期間　○建設工事・コンサルタント・・・2月 1日（月）～ 3月 10日（水）　
　　　　　　○施設の維持管理等の業務委託・・2月 1日（月）～ 2月 28日（日）
　　　　　　○物品の納入・・・・・・・・・・2月 1日（月）～ 2月 28日（日）　
　　　　　　＊郵送の場合は、受付期間最終日の消印有効。
●申請条件　日出町の入札参加資格申請条件に準じます。
　　　　　＊�提出書類および提出方法などの詳細については、１月４日（月）から日出町

のホームページに掲載します。http://www.town.hiji.oita.jp/
●問合先　○建設工事・コンサルタント・・・都市建設課管理係☎ 73－ 3172　　
　　　　　○施設の維持管理等の業務委託・・財政課管財係☎ 73－ 3153　
　　　　　○物品の納入・・・・・・・・・・会計課用度係☎ 73－ 3120
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12
月
19
日
、
豊
岡
地
区
公
民
館
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
が
企
画
し
、

豊
岡
地
区
の
お
や
じ
ん
会
が
協
力
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
や
家
族

お
よ
そ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
で
は
、
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る

ク
イ
ズ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
、
食
事
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
小
学
校
２
年
生
の
西
山
郁い
く
み海
ち
ゃ

ん
が
「
ク
イ
ズ
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
サ
ン

タ
も
登
場
、
参
加
者
に
ケ
ー
キ
を
配
り
、

会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

豊
岡
地
区
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

サ
ン
タ
も
登
場

プレゼント交換する郁海ちゃん（左）

　

12
月
19
日
、
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド

ル
で
暘
谷
城
趾
周
辺
を
明
る
く
照
ら
そ
う

と
、
「
ひ
じ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
を
広
め
な
が
ら
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

事
前
に
、
地
域
の
方
で
お
よ
そ
１
カ
月
間

か
け
て
、
約
５
千
個
の
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
り
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
の
日
出
小
学
校
に
は
お
よ

そ
３
メ
ー
ト
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ツ
リ
ー
を

飾
り
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
フ
ル
ー
ト

や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ひ
じ
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

城
趾
を
明
る
く
照
ら
す

キャンドルナイトの様子

　

12
月
７
日
、
川
崎
小
学
校
で
、
自
分
た

ち
で
育
て
た
花
か
ら
、
採
れ
た
種
を
風
船

に
つ
け
て
飛
ば
す
「
風
船
セ
レ
モ
ニ
ー
」

が
行
わ
れ
、
全
校
児
童
に
よ
り
風
船
が
飛

ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
花
を
育
て
る

こ
と
で
、
優
し
い
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た

い
と
実
施
し
た
も
の
。

　

種
を
入
れ
た
封
筒
に
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
拾
っ
た
人
が
返
事
を
返
せ
る
よ
う
に
連

絡
先
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
の
塩
内
紗さ

や

か

彩
香
ち
ゃ
ん
が
「
風

船
に
付
け
た
種
を
ち
ゃ
ん
と
植
え
て
も

ら
っ
て
、
返
事
が
返
っ
て
く
る
と
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

人
権
の
花
運
動
「
風
船
セ
レ
モ
ニ
ー
」

遠
く
ま
で
届
け

遠くまで届け
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11
月
22
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
（
株
）
日
本
ソ
フ
ト
工
業
に
中
国
か

ら
職
場
研
修
に
き
て
い
る
研
修
生
と
地
域

の
方
と
が
食
を
通
し
て
国
際
交
流
し
よ
う

と
「
中
国
食
文
化
の
集
い
」
が
行
わ
れ
、

研
修
生
40
人
を
含
む
、
お
よ
そ
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
肉
ま
ん
を
、
地
元
の
方
は
巻

き
ず
し
の
作
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
教
え
あ
い

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

食
事
会
や
一
緒
に
歌
う
な
ど
し
、
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
田
鹿
和
子
さ
ん

は
「
と
て
も
い
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
食
文
化
の
集
い

食
を
通
じ
て
国
際
交
流

交流を深める参加者

　

11
月
７
日
・
８
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
の
幼
児

女
子
の
部
で
、
大
神
の
錬
志
会
館
に
所
属

す
る
福
島
凛
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
が
優
勝
し

た
と
し
て
、
凛
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
、
同
会

館
の
浜
田
和
樹
館
長
代
行
が
役
場
を
訪
れ

工
藤
町
長
に
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

凛
ち
ゃ
ん
は
４
歳
か
ら
空
手
を
始
め
、

週
４
日
間
の
道
場
で
の
練
習
日
以
外
も
自

主
ト
レ
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
「
練
習
は
き

つ
く
な
い
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
が
特
に
好

き
」
と
話
す
凛
ち
ゃ
ん
。
優
勝
し
た
感
想

を
「
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

福
島
凛
ち
ゃ
ん
空
手
で
全
国
大
会
優
勝

６
歳
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

優勝報告に来庁した福島凛ちゃん

　

12
月
12
日
、
片
原
津
地
区
の
公
民
館

で
、
区
民
を
始
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
供

会
か
ら
総
勢
30
人
が
参
加
し
、
餅
つ
き
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
留
学
生

２
人
も
参
加
し
、
餅
を
つ
く
の
も
食
べ
る

の
も
初
め
て
の
体
験
で
恐
る
恐
る
杵
を
振

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
６
年
生
の

岩
尾
知ち

ほ保
ち
ゃ
ん
と
大
石
碧
あ
お
い
ち
ゃ
ん
は
自

分
で
丸
め
た
餅
は
格
別
の
味
ら
し
く
、
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
も
ち
米
は
１
斗
５

升
。
田
植
え
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
地
域
の

方
や
子
供
た
ち
み
ん
な
で
共
同
し
て
作
っ

片
原
津
で
も
ち
つ
き
交
流

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
で
き
た
て
の
餅
は
区
内
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
10
人
に
も
配
ら
れ

ま
し
た
。

もちをつく小学生

受験を前に気をつけて

消毒液を寄贈

　受験の時期を前に、生徒のインフルエンザ

予防に役立ててほしいと、（株）エム・エ

ム・シーが消毒液80リットルを日出町に寄

贈していただきました。

　石尾教育長が「新型インフルエンザの影響

で、学級閉鎖などが相次いでいます。有効に

活用させていただきます」とあいさつしまし

た。

インフルエンザの予防に役立ててと

11



消
費
者
相
談
窓
口
か
ら

ゼ
ッ
タ
イ
だ
ま
さ
れ
ま
せ
ん

―
�　

「
役
場
か
ら
来
た
」
と
名
乗
る
男
が
き
て
、「
浄
化
槽
の

助
成
金
が
30
万
円
で
る
」、「
手
続
に
４
万
円
か
か
る
」
と

説
明
さ
れ
て
現
金
を
渡
し
た　

―
と
い
う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
神
地
区
70
歳　

女
性
）

　

先
月
、
役
場
に
「
か
た
り
商
法
」（
身
分
詐
称
）
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
的
機
関
を
名
乗
る
こ
と
で
、
ひ
と

ま
ず
安
心
さ
せ
金
銭
を
騙
し
取
ら
れ
た

と
み
ら
れ
ま
す
。
役
場
な
ど
公
的
機
関

の
職
員
が
、
何
の
連
絡
も
な
し
に
突
然

訪
ね
て
き
て
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
た
り
商
法
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

①�

業
者
な
ど
の
言
葉
を
う
の
み
に
せ

ず
、
自
分
で
も
直
接
関
係
機
関
な
ど

に
確
認
す
る
習
慣
を
。

②�

公
的
機
関
の
制
服
の
よ
う
に
見
え
て

も
、
安
心
し
て
す
ぐ
に
家
に
入
れ
な

い
よ
う
に
。

こ
ん
な
場
合
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

○�「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
つ
け
て
い
な
い

と
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
」
と
消

防
署
の
職
員
と
名
乗
る
人
が
来

訪
。
罰
金
と
言
わ
れ
て
慌
て
、
高
額

な
警
報
器
を
購
入
さ
せ
ら
れ
る
。

○�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に

と
も
な
い
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の

受
信
端
末
工
事
が
義
務
だ
と
言

う
。

●
相
談
窓
口　

　

日
出
町
役
場
総
務
課　

　

消
費
者
相
談
☎
73
‐
３
１
５
０

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
町
政
だ
よ
り
の
コ
ー

ナ
ー
で
、「
浅
倉
文
夫
」
と
あ
り
ま

し
た
の
は
、
正
し
く
は
「
朝
倉
文

夫
」
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

12



ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
を
と
お
し
て　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
い
つ
で
も
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
総
合
型
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
運
営
は
地
域
の
皆

さ
ん
で
行
い
ま
す
。

　

健
康
や
体
力
水
準
の
改
善
は
も
ち
ろ

ん
、
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
に
も
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幅
広
い
年
齢
の
方
が
参
加
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
あ
わ

せ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
も
特
徴
で
す
。

　

現
在
、
日
出
町
に
は
「
陸
上
教
室
」

と「
新
体
操
教
室
」
が
開
講
し
て
い
ま

す
。
こ
の
先
、
い
ろ
い
ろ
な
競
技
種
目

で
教
室
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

地
域
文
化
活
動
に
も
参
加
し
て
い
け
る

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
も
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
環
境

　スポーツは、心や体の健全な育成を促し、
生命力や活力を与えてくれます。そこで、体
を動かすことの楽しさを知ってもらおうと、
スポーツ交流大会を開催します。
　当日は、幅広い年齢層の方に参加してもら
えるように新体力テストとニュースポーツを
取り入れました。
　また、エアロビクスやボクササイズ体験教
室も同時に開催します。多くの方のご参加を
お待ちしています。

●と　き　２月７日（日）
　　　　　10時～ 
　　　　　 （９時30分開会～）
●場　所　日出町中央公民館
●参加費　１人300円
　　　　　　（保険料、軽食代込）
●内　容　新体力テスト、
　　　　　ニュースポーツ
　�（卓球バレー・スポーツチャンバラ・トラ
ンポリン・ビームライフル・マグダーツ・
じゃんけんペタンコ・カロリング）

●申込・問合先　
　生涯学習課☎73－3156

日出町総合型地域スポーツクラブ
設立プレイベント

「スポーツ交流大会」

写真はイメージ
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さざんか児童館
☎７２－８３８３

親子でもちつき大会
　みんなでおもちをついて食べま
しょう。
●とき　1月16日（土）10時～12時

赤ちゃん広場
　絵本の読み聞かせやリズム遊
び。
●とき　1月19日（火）10時30分～
●対象　0歳児
●費用　200円
＊�前日までに電話で申し込んでく
ださい。

集まれ！ちびっこ
　親子でたくさん体を動かして遊
びましょう。
●とき　1月22日（金）10時30分～
●ところ　日出町中央公民館

日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

子育て広場（乳幼児）
　子育て情報の提供や交換、親子遊
びの紹介、読み聞かせ、講演会など。
●とき　月～金　9時～16時

子育て相談（乳幼児）
　子育ての相談や栄養相談、感染症
予防や対策。
●とき　月～金　9時～16時

出張子育て広場
　ひもとおし遊びでネックレスを
作ろう。読み聞かせや歌など。
●とき　1月14日（木）10時～12時
●ところ　日出町中央公民館
●対象　0歳～就学前まで

赤ちゃん広場
　赤ちゃんと一緒に楽しい時間を
過ごしましょう。プレママのつど
いも同時開催。
●�とき　1月13日（水）・21日（木）
10時～12時

●対象　0歳～、妊婦さん

日出町児童館
☎７２−０３２３

レクリエーション大会
　室内遊び。
●とき　1月30日（土）14時～16時
●対象　小学生
＊�室内シューズ、タオル、水筒を持
って来て下さい。

集団積み木遊び
　たくさんのピースを使ってダイ
ナミックに遊ぼう。
●�とき　1月27日（水）15時～16
時30分

●対象　小学校低学年

たのしい絵本読み聞かせ
　絵本の読み聞かせ、パネルシアタ
ー、わらべ歌等。
●�とき　1月20日（水）11時15分
～11時45分

●対象　乳幼児

親子で楽しい３Ｂ体操
　ママも一緒に参加して、リフレ
ッシュしましょう。
●とき　1月27日（水）11時～12時
●対象　3歳～5歳

子育て支援 UP プログラム
「パソコン講座」受講生募集

エクセル応用講座
　計算式の入った表に挑戦。
●とき　2月2日・9日・16日・23
　　　　日（火）
●�ところ　HITコミュニティーセン
ター

ワード中級講座
　実用的なワードの技術を学びます。
●とき　2月4日・18日・25日（木）
●ところ　町保健福祉センター

フォトストーリー講座
　撮った写真を使ってスライド
ショーを作りましょう。
●とき　2月5日・12日・19日・26
　　　　日（金）
●�ところ　HITコミュニティーセ
ンター

各講座共通
●申込期限　1月22日（金）
＊時間は全て10時～12時
●�費用　4回講座2,800円、3回講
座2,500円

●�申込・問合先　パワーウェーブ日
出　☎75－8637（9時～16時）

　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の生活についてのお話や調理実
習をします。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽しく勉
強しましょう。
●申　　込　開催日の10日前までに福祉対策課へ申し込んでください。
●会　　場　日出町保健福祉センター　母子保健室
●問  合  先　福祉対策課　子育て支援係　☎７３－３１２１

お母さん教室の開催

日　　時 内　　容 持ってくるもの

①
2月2日（火）
10時～11時30分

「お母さんと子どもは守ら
　れています」
・母と子の制度のお話
・妊娠中の過ごし方

・母子健康手帳
・母子健康手帳を
　交付した際に配
　布した資料
・筆記用具
・②の講座はエプ
　ロンと三角巾が
　必要です

②
2月9日（火）
10時～12時30分

「妊娠・授乳期の食事」
・管理栄養士によるお話
・調理実習

③
2月17日（水）
10時～11時30分

「楽なお産をするために」
・お産のしくみのお話
・おっぱいのお話
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定 期 相 談

●行政相談
・ところ　役場新館3階332会議室
・とき　毎月第1火曜日　10時～15時
＊上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。
・相談先　北野琿彦相談員　☎72－2634
・問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
・ところ　役場新館3階332会議室
・とき　毎月第2火曜日　10時～15時
・問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
・ところ　藤原ふれあいセンター
・とき　1月19日火曜日　10時～15時
・問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
・�相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障
がい者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
・相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
・�相談先　日出町地域包括支援センター（健康
増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
・相談先　福祉対策課　☎73－3121　
　大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●交通事故無料相談
＊予約が必要。
・�予約・相談先　大分自動車保険請求相談センタ
ー☎097－536－5043（9時～16時）
＊弁護士相談日（水曜日：13時～16時）

●無料人権相談所
・相談日　月曜日～金曜日　
　8時30分～17時15分
・相談先　大分地方法務局杵築支局　
　☎0978－62－2271

●法律相談
＊予約が必要。
・ところ　日出町保健福祉センター　相談室
・とき　�毎月第４火曜日（祭日の場合は休み）
　　　　13時30分～16時30分
・費用　30分につき5,000円
・申込・問合先　大分県弁護士会　
　☎097－536－1458

今月の１冊

鎌田　實　　竹下和男　：対談
自然食通信社　：刊　

『始めませんか弁当の日』

　「弁当の日」とは、2001年に香川県の小学校で始め

られた食育実践です。

　給食は、たくさんの人が大変な努力をしてくれている

お陰で出来上がっていること。「食べる」ってこんなに

も「ありがたいこと」・「楽しいこと」ということを子ど

もたちに気づかせたいと始めました。

　提唱者である竹下和男氏と「見捨てない医療」を掲げ

る医師の鎌田實氏の対談集。

　弁当が「今、ここにある幸せ」を気づかせてくれる、

そう思える一冊です。

1月の休館日
　�毎週月曜日、第 2・4・５日曜日、28 日（木）

1月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

●と　き　1月9日・23日（土曜日）

　　　　　10時30分～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）

●対　象　幼児から小学校低学年

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】
●と　き　1月22日（金曜日）11時～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）

●対　象　0歳から5歳くらいまで

子ども映画会
●と　き　1月16日（土）10時30分～11時

●ところ　2階（おはなしのへや）

●作　品　アニメビデオ
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　町内の食材を使った自慢の料理を募集します。何点でも応募可能
ですが、未発表のものに限ります。

●募集期間　1月 4日（月）～ 2月 26日（金）
●募集部門　郷土料理・Ｂ級グルメ部門・菓子スイーツ部門
●�応募方法　料理名、作品の写真、レシピ（食材生産地記名）を提
出してください。
●応募資格　日出町在住または日出町勤務の方
＊個人、グループは問いません。
＊入賞作品については、日出町の名物料理として商品化する場合が
あります。
●審査方法　3月上旬事前審査・3月中旬実演審査
●審査発表　4月上旬
●表彰・賞金　　　①最優秀賞　1点（賞金 5万円）＊ 3万円
　　　　　　　　　②優秀賞　　1点（賞金 2万円）＊ 1万円
　　　　　　　　　③佳作　　　3点（賞金 5千円）＊ 3千円
＊の金額はＢ級グルメ部門と菓子スイーツ部門の賞金金額です。
●応募・問合先　〒 879-1506 日出町 2615 番地 2　日出町観光協会
　　　　　　　　 ひじフードコンテスト事務局　☎ 72－ 4255

郷土料理・Ｂ級グルメ・スイーツ

ひじフードコンテスト開催

今月のお知らせまちの掲示板まちの掲示板 今月のお知らせ

大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

▼
募
集
対
象

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね

60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
で
、
補
聴
器
等

の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
話
声
を
解

す
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困

難
な
方
。

○�

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
で
、
大
分
県
内
に
在
住
す
る
方
。

▼�

受
付
期
間　

２
月
８
日
（
月
）
～
２

月
19
日
（
金
）
の
平
日

▼
出
願
書
類
提
出
先
・
問
合
先　

　

�

〒
８
７
０
‐
０
８
２
３
大
分
市
東

大
道
２
丁
目
５
‐
12
大
分
県
立
聾

学
校
長
宛
（
書
留
）

　

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

大
分
県
立
聾
学
校
高
等
部　

本
科
・
専

攻
科
入
学
者
選
考

　

募
集
学
科
・
応
募
資
格
・
出
願
手
続

き
等
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
前
期
入
学
者
選
考
〉

▼�

募
集
期
間　

２
月
15
日
（
月
）
～
２

月
19
日
（
金
）

▼
選
考
期
日　

３
月
９
日
（
火
）

▼
問
合
先　

大
分
県
立
聾
学
校　

　

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

臨
時
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
登
録
記
試
験

　

大
分
県
で
は
、
臨
時
職
員
の
採
用
候

補
者
名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

１
月
31
日
（
日
）

▼
募
集
期
間　

１
月
12
日
（
火
）

▼
問
合
先　

大
分
県
人
事
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

パ
ソ
コ
ン
研
修
・
IT
指
導
出
張
サ
ー
ビ
ス

　

内
容
・
日
時
等
は
打
合
せ
の
う
え
決

定
し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

▼�

対
象　

県
内
の
事
業
所
（
従
業
員
30

名
未
満
）

▼�

問
合
先　

富
士
通
エ
フ
・
オ
ー
・
エ

ム
株
式
会
社
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
‐
４
２
９
‐
１
０
５
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消化器科・肛門科・外科・内科・泌尿器科・人工透析

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

速見郡日出町藤原1691番地1

TEL㈹  0977-73-2151

併 設 施 設

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// w w w . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



　「暘谷城下雛祭り」を開催します。昨年は、的
山荘と商店街で開催しましたが、今年は、町内（二
の丸、三の丸、さざんか通り商店街）に多くの雛
人形を展示し、祭りを盛り上げたいと考えていま
す。ご協力いただける方は、ぜひご連絡ください。
●募集期限　1月 22日（金）
●展示期間　2月 20日（土）～ 3月 14日（日）
●�展示場所　日出町二の丸・三の丸・さざんか通
り商店街（予定）

●問合先　日出町観光協会　☎ 72－ 4255

雛人形をお貸しください
雛人形を町内に展示してみませんか

県
立
爽
風
館
高
校
入
学
説
明
会

　

平
成
22
年
４
月
、
大
分
市
に
開
校
す

る
爽
風
館
高
校
の
通
信
制
課
程
に
入
学

を
志
願
す
る
方
は
、
説
明
会
へ
の
参
加

が
必
要
で
す
。

▼�

と
き　

２
月
７
日
（
日
）
10
時
30
分

～
11
時
30
分

▼�

と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

多
目

的
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

大
分
県
立
爽
風
館
高
校

　

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
６
３
９
０

登
記
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
▼�

と
き　

２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
28

日
（
日
）
の
平
日　

▼
相
談
窓
口　

各
司
法
書
士
事
務
所

▼�

相
談
内
容　

相
続
に
ま
つ
わ
る
問
題

と
登
記
手
続

▼
問
合
先　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

親
子
郷
土
料
理
教
室

　

「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
を
テ
ー
マ
に

親
子
郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

と
き　

２
月
６
日
（
土
）
10
時
～
13
時

▼�

と
こ
ろ　

別
府
大
学
食
物
栄
養
学
科

35
号
館
調
理
実
習
室

▼�

対
象　

幼
稚
園
、
保
育
園
児
、
小
学

生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

24
組
（
先
着
順
）

▼�

費
用　

大
人
５
０
０
円
、
園
児
・
小

学
生
３
０
０
円
、
２
人
目
か
ら
２
０

０
円

▼�

持
っ
て
来
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、
お
子
様
は
上
履
き

▼
申
込
期
限　

１
月
30
日
（
土
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

別
府
大
学
食
物
栄

養
学
科
事
務
室
☎
66
‐
９
６
３
０

県
内
企
業
に
よ
る
「
合
同
企
業
説
明
会
in

福
岡
」
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
23
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生

等
を
対
象
に
、
大
分
県
内
企
業
参
加
の

合
同
企
業
説
明
会
を
福
岡
県
内
で
開
催

し
ま
す
。

▼�

と
き　

１
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分

～
17
時
（
予
定
）

▼�

と
こ
ろ　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

７
階
１
号
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

大
分
県
商
工
労
働
部

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
４
３

今月のお知らせまちの掲示板まちの掲示板 今月のお知らせ

17

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
○

○
4:00

／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科



●受付期間　２月１日（月）～ 2月 28日（日）（郵送の場合は２月 28日必着）
●業種　物品、施設管理、建設工事、コンサルタント
●申請条件　別府市の入札参加申請条件に準じます。
＊�提出書類および提出方法などの詳細については、１月４日（月）から別杵速見地域広域
市町村圏事務組合のホームページに掲載します。
●問合先　別杵速見地域広域市町村圏事務組合　☎ 21‐ 1126
　　　　　http://www.bekkihayami-oita.jp/

今月のお知らせまちの掲示板まちの掲示板 今月のお知らせ

労
働
な
ん
で
も
相
談

　

労
働
者
・
使
用
者
を
問
わ
ず
労
働
問

題
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

予
約
不
要
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
。

▼
と
き　

２
月
10
日
（
水
）
11
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　

日
出
総
合
庁
舎
２
階

▼�

相
談
方
法　

来
場
及
び
電
話
に
よ
る

相
談
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０

４
０

▼�

問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

３
３
５
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
れ
ば
、
み
な
さ

ん
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
す
。
忘
れ

ず
に
加
入
手
続
き
を
し
て
、
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
種
類
は
職
業
に
よ
っ
て
３
つ

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手

続
き
や
保
険
料
の
納
め
方
が
違
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

日
出
町
住
民
課
年
金
係

　

☎
73-

３
１
２
２

大
分
県
の
１
時
間
当
の
最
低
賃
金
は

６
３
１
円

　

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
か
？

▼�

問
合
先　

大
分
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

平成22年度
別杵速見地域広域市町村圏事務組合入札参加資格申請の受付

　このコンサートは毎年開催している「あったかチャンコチ
ャリティーショー」の益金で開催します。ほのぼのとしたス
テキなコンサートです。ぜひ、ご家族で楽しんでください。

●とき　1月 24日（日）10時～ 11時 30分
●ところ　日出中央公民館
●参加費　無料
＊�今年の「あったかチャンコチャリティーショー」は2月20
日（土）に開催します。
●問合先　日出町社会福祉協議会　☎ 72－ 0323 

あったかチャンコチャリティーショー 10 周年記念

「ニューイヤーコンサート」
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今月のお知らせまちの掲示板まちの掲示板 今月のお知らせ

求
人
情
報

【
正
社
員
】

●
薬
剤
師
２
人
●
看
護
師
10
人
●
接

客
、
調
理
１
人
●
医
療
事
務
１
人
●
介

護
職
員
２
人
●
土
木
、
建
築
技
師
１
人

●
現
場
管
理
者
２
人
●
フ
ロ
ン
ト
業
務

１
人
●
営
業
２
人
●
建
築
設
計
１
人
●

シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
２
人
●
配
送
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
製
造
工
１
人
●
冠
婚
葬
祭
ア
シ
ス
タ

ン
ト
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
及
び
営
業
１
人
●

理
学
療
法
士
１
人
●
登
録
ヘ
ル
パ
ー
５

人
●
食
品
加
工
１
人
●
成
形
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
２
人
●
製
品
検
査
員
１
人
●
介
護

職
員
２
人
●
薬
剤
師
５
人

▼�

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎

23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工
観
光
課

☎
73-

３
１
５
８

教育委員会の点検・評価を実施
　日出町教育委員会では、効果的な教育行政の推進に役立てるため、
平成20年度事業を対象に、次のとおり教育に関する事務の管理及び執
行の状況について点検・評価を実施しましたので報告します。
　また、評価については、教育委員会で自己評価を行うとともに、
学識経験者で構成する点検・評価第三者委員会により評価していた
だきました。
　今回は、点検・評価第三者委員会による教育委員会全体をとおし
ての意見書のみを掲載します。なお、各主要施策についての意見は
ホームページに掲載します。

全体意見
【点検・評価第三者委員会委員】　　　

小田　和彦氏（学校教育分野）
財津　定行氏（社会教育分野）
三浦　洋一氏（行政分野）　　

　日出町の教育行政に関しては、総じて前向きに主要施策を実施し
ている。特に、登下校時のあいさつ運動は情操教育向上につながる
など、成果も表れており今後も継続してもらいたい。また、郷土愛
教育は豊かな人間性育成につながることから、実践に向け検討をお
願いしたい。
　各種スポーツ、イベント行事については町民の積極的な参加がみ
られる。今後も継続していただきたい。町行事の中で、教育委員会
として教育に資すると判断した行事等には積極的に参加、指導し、
教育委員会としての年間行事とすることが望ましい。
　公共の文化及びスポーツ活動の施設は老朽化や手狭さにより、各
種専門分野に対応できないなど様ざまな問題が生じている。町内で
の文化活動やスポーツ活動は盛んであることから、これらの充実に
は施設の改築等が必要だと考える。準備委員会を設置するなどして、
整備を進めていく必要がある。
　今後は、日出町として特徴ある行政施策を講じ、教育行政のあり
方を明確にしてくことが大切である。
●問合先　教育委員会教育総務課　☎７３－３１５７
 　　　　　http://www.town.hiji.oita.jp
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　鶴見岳山頂に祭られている七

福神のひとり恵比寿様は、大きな

マダイを抱えて、にこにこした笑

顔で別府湾を眺めている。海上・

漁業の守り神様として頑張って

いるのだろう。そのマダイ、日本

各地の沿岸に住み、お祝いなどの

めでたい席には欠かせない魚で、古くから多くの人々に愛され

ている。

　スマートな容姿と色合いはまさに日本人好みといえる。

　別府湾でも、幼魚期を日出町の沿岸藻場などでおくり、岩礁

付近の砂地に住む。元気がいい2～3歳魚は、広域で餌を探し

て活動するが、大きくなった産卵群は冬になると湾奥の深みで

越冬する。　

　同じ仲間にチダイがいる。マダイは、尾びれの縁が黒く、チ

ダイは、えら蓋の縁が鮮血色をしているので、見分けは簡単だ。

　朝市ではチダイが多くみられ、マダイのおよそ2.5倍が揚がっ

ている。

　マダイの漁獲量は、平成14年の27トンをピークに減りつづ

け、最近は、10トンを割ってしまった。

　ただ朝市の状況をみると、昨年は、春先から豊漁が続き、マ

アジ、マエソに次いで多かった。

　満1歳で14cm、2歳で24cm、4歳で38cmそして7歳で50cm

を超え、体重は2.5kg以上となる。

皮の自然薯巻
カブト煮
刺身
カマの塩焼
ちり蒸

　寿命は10年を越し、体長も1m以上に成長する。

　マダイは釣りの愛好家も多い。狙いは3歳魚以上になるが、

天秤釣りでは、まず棚を探し、底を当てるのがコツ。重りは水

深と潮流にあわせて加減する。当たりがいいので、慌てないこ

とだ。

　料理の基本は、刺身と姿焼きに潮汁だが、応用が極めて広い。

捨てるところがなく、頭、骨、皮、腸（わた）などは工夫次第

である。とくに頭は貴重な食材であり大切にしたい。

　お節にはマダイ料理が映える。目出タイ正月。年始客ともど

も味わっていただきたい。

暘谷の恵み“おさかな談義”
その14　マダイの話

日出町農林水産課　水産専門員　上城義信（談）
協力：大分県漁協日出支店

１月１日(金)鈴 木 病 院	73－2131

　　２日(土)サンライズ酒井病院	72－2266

　　３日(日)川 崎 診 療 所	28－1611

　　10日(日)てしまこどもの杜クリニック	28－0870

　　11日(月)こうまつ循環器科内科クリニック	73－0077

　　17日(日)江 本 眼 科	28－1700

　　24日(日)島田内科クリニック	28－0280

　　31日(日)すずらんクリニック	73－2151

２月７日(日)松本整形外科クリニック	73－2775

　　11日(木)さ く ら 医 院	28－0777

　　14日(日)金田耳鼻咽喉科	28－0810

　　21日(日)日出児玉病院	72－2724

　　28日(日)吉岡内科医院	73－2787

※診療時間　９：００～１７：００

※発行後に変更の場合があります。

　各医療機関や日出町健康増進課　

　73－3130にご確認ください。

1月の納税等　　納期限2月１日（月）
町県民税		  ４期

国民健康保険税		  ８期

介護保険料		  ８期

後期高齢者医療保険料		  ７期

上下水道料		  １月分

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,521 （＋ 27） ー 11
　　　 男 13,657 （＋ 8） ー 35
　　　 女 14,864 （＋ 19） ＋ 24

世帯数 11,303 （＋ 10） ＋ 51
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 1）
（＋ 15）
（＋ 6）
（＋ 6）
（＋ 5）
（－ 4）

317
7,192
5,788
3,844
5,845
5,535

平成21年12月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

1 月 の 主 な 行 事
9日（土）

10日（日）

11日（月）

17日（日）

日出町消防団特別点検
・日出中学校グラウンド　９時～
成人式
・日出中央公民館ホール　11時～
まちおこし新春健康マラソン
・港自治公民館前　9時～
子ども会対抗綱引き大会
・町営体育館　9時～
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